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で
は
な
く 

I
個
々

0場合
の
質
的
な
硏
究
で
あ
る
，と
見
做
ざ
れ
て
ゐ
る

0この
た
め
に
ス
ミ
ス
の
著
作
は
、
右
の
研
究
方
法
に
於
ん
て 

#'
ら
れ
た
多
様
の
硏
究

#:
村
に
關
す

■
る
.
彼
の
單

^質的
な
科
黎
的
理
解
か
ら
成
つ
て
ゐ
る

'©
そ
し
て
こ

.
れ
が
彼
の
聚
作
に
..ー
つ
の
著 

し
い
特
色
を
與
へ
て
ゐ
る

o .

し
か
し
乍
ら
、

.
勞
働
者
心
理
學
の
立
場
か
ら
觀
れ
ば
-
吾
々
は
單
に
こ
の
植
の
事
例
硏
究
だ
け
に
滿
足
し 

傅
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
適
當
に
銃
針
的
方
法
を
援
用
す
べ
き

'
は
勿
論
で
あ
る

0しか
も
ス
ミ
ス
が
こ
の
方
法
の
援
用
を
避
け
て
ゐ
る 

こ

-
と
は
、

.
，勿
論
彼

(/
.
>
問
題
に
對
ず

.
る
科
學
的
態
度
の
愼
重

|
さ

.
を
示
す
も

..
の
で
あ
る
と
見
得
る

0 ■'しか
し
尙
ほ
吾
々
は
こ
の
科
學
的
態
度 

の
愼
萆
さ
の
外
に
、
こ
ル
と
並
ん
で
銃
訐
的
な
方
法
の
有
用
を
さ
ぅ
簡
單
に
は
否
定
し
得
な
い

。
. 

......

以
上
簡
單
に
指
摘
し
た
や
ぅ
：

bT
ス

.
ミ
ス
の
硏
究
の
問
題
の

'
#
心
が
旣

'
に
勞
働
者
心
现
學
の
問
題
と
し
.て
遥
だ
興
故
あ
る
も
の
で
あ 

り
，1

ま
，た
彼
が
綜
合
的
な
方
法
に
迤
づ
.ぐ

事
例
硏
究
を
行
つ
て
ゐ
る
と
と
は
-
勞
働
者
心
理
事
の
立
場
か
ら
は
未
だ
多
少
希
望
す
べ
き

點
は
あ
る
に
し
て
も
、
彼Q

意
圖
の
如
何
を
問
は
ず
、
そ
れ
は
確
か
に
勞
働
者
心

.
理
學
の
衣
め

.

Q

一
 
つ
の
硏
究
で
あ
る
と
見
做
し
て
い
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.
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、
も
の
で
あ
る
.0
.

こ
の
や
ぅ
に

.

考
へ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の

擧
界
に
は
先

き

に
ハ
ー
シ
イ

r メイ
ヨ
ー

あ

D、今
ま
た
ホ

!7
イ
ト
ヘ
ッ
ド 

と
ス
ミ
ス
の
硏
究
が
公
に
せ
ら
れ
て
ゐ
て
、
し
か
も
こ

.
れ

.
等
の
硏
究
士
見
解
と
は
典
に
、
大
體
勞
働
荠
心
理
學
へ
の
重
要
な
貢
献
で
あ 

る
と
見
做
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
私
は
こ
の
ア
メ

リ

力
學
界
に
於
け
る
こ
れ
等
の
有
力
な
.指
導
背
達
の
學
問
的
興
味
か
ら
‘

 

纏
て
は
勞
働
者
心
理
學
が
獨
自
の
存
在
を
要
求
せ
ら
れ
る
と
と
の
あ
：る
の
を
期
待
す
る
。

'
そ
し
て
こ
の
種
の
擧

㈣的
興
味
を
有
す
る
者 

.

が
、
勞
働
漭
心
理
學
の
存
在

.
を
豫
定
す
る
こ
と
は

、
M
ら
に

彼
等
の
個
別
的

'
な
硏
究
を
ょ
り
有
効
な
も
の
と
し
、
ま
た
學
問
的
に
も
間 

題
の
所
在
を
ー
曆
ょ
く
把
持
せ
し
め
得
る
所
以
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
タ
か
く
て
私
が
此
處
に
擧
げ
た
ス
ミ
ス
の
硏
究
は
ノ
他
の
も
の 

.

と
同
樑
に
、
そ
れ
が
個
別
的
硏
究
で
あ
る
だ
け
に
、
學
間
の
發
展
に
於
げ
る

1
0
の
過
渡
期
的
な
色
彩
を
帶
び
て
ゐ
る
。
し
か
も
こ
れ 

は
寧
ろ
當
然
で
あ
る

O
V
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昭

和

..十

五

竿

ニ

月

十

日

稿

〕

' ,

西
原
雄
次
郞
著

『

藤
山
雷
太
傳

J
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本
書
は
昭
和
十
三
年
十
：二
月
十
九
ロ
を
以
っ
で
七
十
六
年
の
生
涯
を
閉
ぢ
た
日

'
本
溏
業
界
の
巨
人
藤
山
雷
太
氏
の
一
週

.
忌
を
_記
念
す 

る
が
爲
め
に
嗣
子
愛
一
郞
氏
に
夂
っ
て
土
梓
せ
ら
れ
衣
も
办
で
あ
っ
て
、
_
豸
は
ニ
十
餘
年
の
久
し
き
に
亙
つ
て
故
人
に
親
炙
せ
る
同 

'
社
囑
託
、
鑀
、
日
策
化
學H

業
#
社
監
茶
役
西
原
雄
次
郞
氏
で
あ
る

。
：
：
.

藤
山
氏
は
我
が
集
權
的
封
建
制
度
の

.
最
宋
期
、
鐵
國
經
濟
時
代
の
崩
壞
期
に
生
を
享
け
、
我
が
國
民
經
濟Q.

成
立
期
に
人
と
爲
り
、 

我
が
，資
本

.
主
義

.
の
躍
進
的
髁
展
時
代
の
潮
流
に
乘
じ
、
波
瀾
重
疊
の
组
涯
を
營
み
、

.遂に
一
代
に
し

.
て

.
よ

く「

陶

朱

公

も

逸

か

'に
及
ば 

.
ざ
る
富
を
築
き」

上
げ
た
財
界S

僳
人
で
ボ
る
。
縞
者
の
言
を
以
っ
て
す
れ

ば

、

氏
が
必

.
傅
の
價
値
あ
る
所
以
は「

其
の
時

'-f
tの兒
た 

K 

.
時
代
の
產
物
た
り
、
時
代
の
代
表
者
た

•
る
點J,

に
在
る
。

•
而
し
て
、

...

編
者
西
原
氏
は

1明治
三
十
五
年
一

1.

月

' 慶應
義
塾
普
通
部 

坐
と
し
て
義
塾
の
課
せ
る
懸
賞
試
文『

品
性
論』

に
應
募
し
、
甲
賞
を
授
け
ち
れ
て

'
よ
り
文
名
學
內
に
高
く
、
同
四
十
一
年
優
秀
.な
る
成 

績
を
以
っ
て
同
大
學
部
理
財
科
を
卒
業
じ

.
て
後

-住友
銀
行
、
時
事
薪
報
社
等
を
經
てI

大
日
本
製
糖
株
式
#
社
に
入
り
、，
長
く
藤
山 

.
氏
の
侧
近
に
俘
せ
る
能
文
の
人
で
あ
る
。
今
や
老
熟
し
て
平
淡
の
：境
地

.
に
入
れ
る
西
原
氏
の
才
筆
に
よ
っ
て
、
藤
山
氏Q

多
彩
絢
爛
な 

る1

坐

‘
は「

誇
張
の
字
句」

な
く
、「

浮
華
の
趣」

な
く
、
躍
如
と
し
て
吾
人
の
前
に
現
れ
る

。

,

.

'
. 

.
'
西
陈
雄
次
郎
箸『

邏
电
雷
太
傅』

：
■ 

1

三
三
： 

'

(

四

S五〉
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'

西
原
雄
次
'郞
箸『

藤
山
當
太
傳
，1

1

'

へ

I

三

四

.
(

四
瓦
六〕

..藤
山

氏
.の

座

家
- ^

小
農
救
濟
の
目
的
を
以
っ

.
て

行

ば

れ

た

佐

賀

藩

、壬

鍋

島

閑

叟

公

の

均

田

制

度

、

即

ち

所

謂

「

加

地
子
バ

ッ

タ

リ

」

 

.

に
ょ
っ
て
打
擊
を
受
く
る
こ

.

と

甚

- 1
>

く
、‘

家
道
著
し
く
衰
微
せ
る
肥
龀
の
國
有
田
鄕
大
姐
の
大
皮
屋
で

_

あ
り
、

而

' 1
,
'
.
€
.
、

民

の

鄕

規

大
 

里
が
、
問
屋
制
度
家
內
工
業
の
下
に
殷
賑
を
極
め
て
旣
に
手
工
エ
場
制
度
の
域
に
進
め
る

0
觀
あ
る
我
が
國
有
數

.

の
大
陶
業
池
帶』

弓
田
_、 

並
戊
に
此
處
に
生
産
せ

|
:

、
陶
磁
器
の
移
出
港
伊
萬
里
に
接
近
し
、
文
寬
政
十
三
年
の
鎖
國
令
以
來
、
我

が

國

唯

|

os

港
と
爲 

れ
る
長
崎
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ざ

る

地
點
に
位
し
て
居
っ
た
事
實
は

、

.

後
年
氏
の
取
れ
る
一
生
の
針
路
を
豫

定

せ

る

も

の

V

如

く

で

あ
 

る

。
而
し
て
氏
が
辩
霉
の
志
を
抱
い
て
上
京
し
、
慶
應
義
塾
に
學
ん
だ
の
は
、
恰
も
宫
界
に
ん
る
の

|

2
が
永
く
義
塾
出
身
者
の
前
に
鎖 

さ
れ
た
明
治
十
四
年
政
變
以
後
で

.

あ
り
、
福
澤
先
生
が
聲
を
大
に
し
て
我
が

1

界

の

.
革

命

期

將
さ

に

來
ら
ん
と

す

る

.

を
叫

び

、

門

下
 

の
穷
才
を
實
業
に
就
か
し
め
ん
と
努
め
て
届
ら
ル
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
士
は
又
、
氏
の
前
途
を
決
定
す
る
に
與
っ
て
力
が
あ
っ
た
で
あ

-

 

.

 

.

.'''.
 

-

 

藤
山
氏
が
福
澤
先
生
に
依
.
っ
て
其
の
令
姪
中
上
川
彥
次
郞
氏
に
.紹
介
せ
ら
れ
、
其
の
推
糲
に
依
っ
て
三
.井
銀
行
員
と
し
て
實
業
界
の 

1

一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
は
明
治
ニ
十
.
五
年
五
月
の
こ
と
で
.
あ
っ
た
o

恰
も
我
が
產
業
革
命
.
の
前
夜
に
相
當
す
る
時
期
ひ
あ
づ
て
、
栽
.

 

眼
な
る
中
上
川
氏
は
三
许
資
本
を
漸
次
工
業
方
面
に
轉
換
せ
し
め
ん
こ
と
を
企
圖
し
て
居
っ
た
際
で
あ
っ
た
。
氏
は
中
上
川
氏
股
肱
の 

三
井
財
間
鬪
士
と
し
て
、
或
ひ
は
抵
當
流
ル
と
し
て
三
井
銀
行
の
引
き
受
く
る
所
と
爲
っ
：た
舊
田
中H

場
即
'ち
後
の
芝
浦
製
作
場
經
營

. 

の
任
に
當
り
、
.
或
ひ
は
王
子
製
紙
の
乘
っ
'

取
り
を
策
す
る
な
ど
其
の
辣
腕
を
縱
橫
に
振
ふ
こ
と
が
出
來
た0

 

氏
は
明
治
三
十
五
.年
七
月
、
.
三
井
財
閥
の
事
業
ょ
ヵ
離
脫
し
>

東
京
市
街
鐵
道
株
式
會
社
專
務
取
締
役
、駿
哀
電
氣
株
式
會
社
々
長
、 

泰
來
同
文
局
社
長
日
本
火
災
保
險
株
式
會
社
副
社
長
、
歌
舞
伎
座
取
締
役
等
編
者
の
所
謂
、「

市
街
鐵
道」

時
代
及
び「

多
面
經
營J

時
.

 

代
を
經
て
、
.

明
治
四
十
ニ
年
四
月
二
十
七
日
、
大
日
本
製
糖
株
式
會
社
々
長
に
就
任
し
た
。
恰
も
蛟
寵
終
に
雲
雨
を
得
た
る
の
概
が
あ

ジ
た
0
此

處

に

至

つ

て

編

者

の

筆

も

亦

，

，更

ら

に

ー

，
段

の

精

彩

を

加

へ

，
る

0
.

 

.

•

,

-

 

ノ
編
者
は
先
づ
、
鹿
兒
島
、

-

島
津
藩
集
成
社

(

集

成

館

の

，誤

り

で

は

ぁ

る

.

ま
い
か〕

の
氷
白
糖
製
造
所
、
眞
島
襄
一
郎
の
大
阪
紙
砂
糖
製 

■造

所

，
北
海
道
の
紋

11
製

糖

，
札
幌
製
糖
其
の
他
の
洋
式
機
械
裝
置
に
よ
る
精
製
糖
工
場
が
慕
末
よ
り
明
治
維
新
後
に
か
け
、
歐
來
の 

機
械
制
產
業
を
我
が
國
に

.

移
植
せ
ん
と
す
る
政
府
と
民
間
有
志
と
に
よ
り
企
圖
叱
ら
れ

.

た
に
拘
ら
ず
，
我
が
製
_
業
が
只
管
不
振
の
一 

路
を
迪
り
來
つ

.

た
事
實
に
筆
を
起
し

'

日
淸
戰
役
後
に
及
ん
で
初
め
て
我
が
國
現
代
精
糖
業
の
基
礎
が
定

•

め
ら
れ
た
る
こ
と
を
說
き
、 

取
京
府
に
於
け
る
日
本
精
製
糖
株
式
會
社

.

の
成
立
、
大
阪

.

の
日
本
精
糖
株
式
會
社
の
合
併

/

大
日
本
製
糖
株
式
會
社
の
成
立
、
大
S I

精 

製
糖
所
の

.

買
收
、
生
產
過
剩
に
由

.

る
賭
價
下
落
、
大
日
本
製
糖
會
社
の
經
營
難
及
び
所
謂
日
糖事

#
：

に
及
び
、
藤
山
氏
が
生
涯
の
運
命 

を
賭
し
て
同
社

.

.々

長
に
就
任
せ
る
顚
末
を
詳
細
に
物
語
つ
て
ゐ
る

o

:

唯
だ
菩
入
は
此
の
間
に
於

^

て
政
府
.の
保
護
政
策
が
那
邊
ま
で
我 

が
製
糖
業
の
發
達
に
資
し
た
か
、
明
治
三
十
九
丨
四
十
年
に
於
け
る
三
大
製
淸
の
合
同
を
促
迆
し
た
眞
因
枕
何
で
ぁ
つ
た
か
、
合
同
に

.

 

際

. 1
>

て
行
は
れ
た
資
本
の
過
大
見
稹
が
如
何
に
大
日
本
製
糖
の

.

利
益
を
減
少
せ
し
め
た
か
、
.合
同
成
立
後
に
於
い
て
會
社
は
如
何
な
る 

程
度
ま
で
糖
慣
を
引
き
上

.

げ
た
か
、

.

_

者
の
一
言
せ
る
神
戶
、
横
濱
兩
精
糖
會
社
の
設
立
の
外
、
明
治
四
十
一
.年
の
砂
糖
消
費
稅
增
徵 

論
が
如
何
に
見
越
製
造
を
促
し

V

以
つ
て
過
剩
生
產
に
甶
る
糖

'

憤
下
落
を
來
さ
し
め

.

た
か
、

IW

)
:
年

に

於

け

る

高

度

の

砂

糖

聯

合

は

如

何
 

に
し
て
結
ば
れ
た
か
、
這

般

0 ;

高
度
聯
合
は
如
何
に
し

.

て

無

效

に

歸

し

た

か

等

. 0
點
：に

.

關
し
て
、
編
者
の
筆
は
全
然
觸
る
、
こ
と
な
き 

か
，
或
ひ
は
說
い
て
詳
か
な

.

ら
ざ
る
も
の
ぁ
る
か
、：
若
し
く
は
單
に
表
面
を
撫
づ
.る
に
止
ま
つ
て
內
奧
を
深
く
究
め
ん
と
せ
ざ
る
か
の 

憾
，み
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い

0
然
し
あ
が
ら

>

編
者
は
流
芯
に
、
藤
山
氏
が
業
務
紊
亂
其
の
極
._に
達
し
た
る
大
日
本
製
輯
に
入
社
し
で 

後

、
.

奮
.

闘
努
力

.

•

'

快

刀

亂

麻

を

斷
P

が
如
く
迅
速
に
盤
理
の
實
を
擧
げ
十
箇
苹
無
配
當
を
宣
言
し
な
が
ら
、
、
一
ー
箇
申
後
に
は
旣
に
五 

分
€ >
.

配
當
を
行
ふ
を
得
る

.

に
：至
ら
し
め
た
る
偉
功
を
頌
す
る
と
共
ぬ
、
後
卷
に
至

.

つ
て
、
甜
菜
糖
國
と
し
て
世
界
に
冠
絕
せ
る
獨
逸
と

-

 

^

 
■

 

.■
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三
五
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七
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西
原
.維
次
郞
薪『

藤
山
®'
太
#』

：

.
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;

r

j

s.へ
.四

四

八

ノ 

;
世
界
に 
ー
ニ
を
^
ふ
砂
糖
消
廣
國
た
る
英
國
の
维
覇
戰
た
る
前
囘
の
’歐
洲
大
戰
が
打
本
糖
業
の
發
展
に
對
し
て
寄
與
す
る
所
最
も
大
で 

.あ
-り
' 
又
、
：日
糖
の
'盤
理
に
對
し
て
：も
拍
車
を
か
く
る
こ
と
大
で
あ
つ
た
事
實
を
一
言
す
る
こ
.と
を
怠
つ
て
ゐ
な
い
0(

四
六
五
頁
及
び 

.六
五
三
頁
參
照)

。但
し
，
編
者
は
大
戰
中
に
大
&
本
、
明
治
、
裏
灣
の
三
大
製
糖
會
社
の
行
へ
：る
慣
格
協
觉
が
那
邊
ま
で
糖
價

の

*
騰
 

に
資
し
た
か
に
就
い
て
は
何
等
述
ぶ
る
所
が
な
い
o

.

.

.

v

'

,

,

\

^

.

r

V
 

.

.

.

. 

.
.
.
.
.

 

•

編
者
の
.記
す
る
所
に
據
れ
ば
*
藤
山
氏
の
思
想
の
根
柢
は
自
由
主
義
で
あ
ひ
*「

歡
洲
戰
淨
以
來
、世
界
列
國
は
自
給
自
足
.

Q

經
濟
政 

策
を
採
り
、
何
れ
も
關
税
の
障
遊
を
高
く
し
.て
、
.非
協
調
主
義
で
あ
る
事
は
-
.最
も
に
が
く
し

.い
事
で
あ
る
と
の
考
を
抱
い
：て
居
っ
. 

.た
it
-。
：
而
し
て
、
氏
は
■「

.世
界
を
.一
丸
.と
し
て
有
無
相
通
じ
、
.
'工
業
品
は
坐
產
費
を
安
く
し
て
人
類
多
數
の
坐
活
を
安
易
に
し
、
幸

福

 

を

增

進

し

、
，共

存

共

榮

す

る

事

を

以

.つ
て
理
想
と
し
て
居
光」

と
一
石
ふ
こ
と
で
あ
.る
。(

六
五一

頁
.；

T

然
し
な
が
ら
"
.此
の「

自
由
主 

義
者
し
た
る
大
糖
業
者

.す

.ら
も
.猶
ほ
、
内
地
精
製
糖
保
護
の
目
的
を
以
っ
て
.設
け
ら
れ
允
輸
入
原
料
糖
戾
稅
及
び
其
の
他
の
手
段
に
依 

っ
て
行
は
れ
た
政
府
の
輸
出
獎
働
の
恩
惠
を
深
く
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
.な
，か
っ
た
o C

三
五
四
頁
參
照)

。
氏
は
又
、.

「

常
に
坐
產
費
を
極
. 

度
に
促
減
し
て
、
啻
だ
に
日
本
國
民
に
安
價
な
.る
食
料
品
を
供
給
ず
る
の
み
:̂
ら

ず

、
，斯

く

て

こ

そ

、

，初

め

て

國

榮

市

昜

に

進

3
7レ
て' 

我

が

產

業

の

聲

價

，を

高

め

、

人

_
の
福
祉
.に
貢
献
す
る
所
以
で
あ
石
と
の
堅
き
信
念
5:
'
以
っ
て
當
馨

I
-激
.勵
し
て
居
っ
た」

と
言
は 

.れ
て
.ゐ
る
°
而
も
*
坐
產
ヵ
の
瘸
張
、
擗
慣
.の
.遞
落
は
又
、
過
剩
糖
の
壓
迫
を
除
去
す
る
が
爲
め
に
、
糖
業
者
を
し
て
協
定
を
結
ば
し 

め
、
內
地
に
於
い
て
消
奪
ら
る
X
精
製
糖
の
.生
產
を
制
限
し
、
其
の
作
業
日
数
を
短
縮
し
、
且
っ
阪
寶
協
定
を
行
は
し
め
な
け
れ
ば
. 

.3
'
ま
な
か
.っ
た

.0
藤
山
氏
自
身
が
果
し
.て
如
何
な
る
程
度
ま
で
踅
般
01
減
產
及
び
.販
賣
協
定
に
賛
成
し
て
居
っ
た
か
は
、
本
書
中

に

明 

4
に
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
而
も
、
資
本
主
義
が
其
の
發
展
と
共
に
、次
第
に
之
れ
と
手
：を
携
へ
て
進
み
來
っ
た
自
凼
、疆

ぎ

認

し

、 

.自
由
競
，f

排
除
す
る
に
®
つ

た

こ

と

は

事

實

で

，

1
.
0 

■
く
て
r
聯
合
若
し
く
は
合
同
に
由
つ
て
獨
占
を
形
成
し
、
生
產
過
剩
を
防
.

止
し
、
事
業
を
安
定
せ
し
め
^
匮
格
形
成
の
永
續
を
得
せ
し
め
、
外
國
に
對
す
る
.競
爭
力
を
大
な
ら
し
め
ん
と
す
る
自
助
的
統
制
の
努

■ 

-

九
は
®
が
て
又
、
經
濟
方
面
に
於
け
る
國
家
的
活
動
の
無
際
限
な
る
獷
張
、
國
家
的
統
制
强
化
ベ
の
道
を
糊
い
た
。
、
.

..■■■

.

藤
山
氏
は
大
JH
十
ニ
架
五
月
八
日
、
.日
本
及
び
東
京
商
業
會
_
所
代
表
と
し
て
米
國
全
商
業
會
議
所
大
會
に
臨
ん
で
一
場
の
演
說
を

•
 

-
 

-
 

•
- 

、

.

.

こ

試
み
*「

旣
に
、
日
本
の
昔
の
軍
國
主
義
者
や
官
僚
は
死
に
つ
、
あ
り
ま
す
、
生
き
殘
つ
て
居
る
者
も
無
力
で
あ
り
ま
す
。
日
本
人
は
今

.

 

.

 

.

 

*

日
.政
治
的
に
目
覺
め
て
居
り
ま
す
。
政
治
の
力
を
軍
國
主
義
者
や
官
僚
に
委
ね
る
こ
と
の
.危
險
を
十
分
に
認
識
す
る
政
府
が
自
分
の
望

• 

. 

...... 

1

む
政
策
と一

致
す
る
政
治
を
爲
す
こ

と

を

欲
し
て
，ぬ
ま
ず
。
然
ら
ば
，
日
本
人
の
望
む
國
民
的
政
策
と
は
何
か
。
そ
れ
は
產
業
經
濟
發 

展
.の
政
策
に
外
あ
り
ま
せ
ん」

'と
痛
論
し
て
ゐ
る
。(

三
，九
ニ
I
三
頁)

。
氏
は
昭
和
九
年
四
月
ニ
十
七
日
、在
職
一
|十
五
ハ
牛
"
_
業

界

の 

前
途
に「

先
づ
以
-0
て
薆
ふ
可
き
暗
雲
な
く
.

」

、
火
日
本
製
溏
會
社
.の
栽
礎
益
々
.鞏
固
な
る
の
時
に
於
い
て
同
會
社
取
締
役
社
長
.を
_
し
、 

.同
十
三
年
十
二
月
十
九
日
、
，「

人
坐
稀
有
の
幸
福
を
享
受
し」

盡
し
て
，
眉
孫
親
近
に
護
か
れ
な
が
ら
安
か
に
永
遠
の
眠
に
就
い
た
。(

五 

0
三
頁
及
び
六
五
四
.頁
參
照)

0蔵
.溝
橋
事
枰
勃
發
の
後
將
さ
.に
1筒
年
半
な
ら
ん
と
す
.る
の
時
で
あ
-つ
た
。
自
出
主
義
を
標
榜
し
續
け 

た
.る
此
0
苣
大
な
る
.產
業
資
本
家
0
最
後
の
夢
は
果
し
て
安
ら
か
.で
あ
0
た
ら
ぅ
か
。
嗣
子
愛1

郞
氏
は
本
書
の
卷
頭
に
序
し
て
日
く 

「

昭
和
十
四
年
三
月
.二
十
八
日
、
父
の
百
ケ
日
の
法
事
を
增
上
寺
に
營
ん
で
、ま
た
春
と
は
い
へ
寒
い
午
後
の
本
堂
に
^
ヵ
に
讀
經
を
聞

.

い
て
坐
つ
て
替
る
と
、
そ
の
日
の
物
赝
委
員
會
專
門
部
會
で
、
砂
糖
の
公
定
慣
格
を
き
.め
て
統
制
經
濟
へ
の
一
役
を
濟
ま
し
、
慌
し
く

• 

-

 

.

 

.

.

.

 

•

 
■

.

龊
け
っ
け
た
身
に
取
つ
て
は
、
父
の
‘1

坐
が
、
日
本
の
自
由
主
義
經
濟
の
，初
期
ょ
り
末
期
ま
で
、
そ
れ
と
典
に
育
ち
>
典
に
坐
き
、
そ

.

ノ
 

- 

■ 

■ 

■ 

. 

.

■*
■ 

:

‘し
て
同
時
に
終
つ
た
の
で
あ
.る
こ
と
を
、
し
み
じ
み
と
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
た」

と
。 

:

-/ 

:

, 

、

.

.

(
菊
！
：

六

八

三

頁

。

私

家

版

、

非

賣

品

)

。
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